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３次元地理空間情報を活用した安全・安心・快適な
社会実現のための技術開発
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背景

●場所に応じた情報配信へ多方面からの期待
・歩行者の移動支援
・地下街等における緊急避難の対応
・２０２０年東京オリンピック・パラリンピックで、
これらを考慮した、外国人向け案内

●実証実験等の取り組み
歩行者移動支援、東京駅プロジェクト、
そのほか関係部局等において実施中

屋内空間における地図のあり方について検討



課題

・相互運用性の確保

３次元地図については、国際的にも、また国内でもそれぞれの試行的な取り組
みの中で独自仕様で整備されており、相互運用可能な方法についての検討が必
要

→ 共通的な仕様についての技術基準・ガイドライン等が必要

歩行者の移動支援等に役立つ地図に向けた主な改題として、作成し
た地図が共用できるための「相互運用性の確保」と、「コスト減を考慮
した手法の確立」があげられる。

・コスト減を考慮した手法の確立

整備の効率化に向けて、多くの主体が作成する地図を活用することが不可欠。
一方、これら地図は多くの場合位置が合わない等の課題があり、これらのシーム
レスな利用を容易にする技術的な環境を確立することが必要

→ 効率的な整備・更新方法についての技術基準・ガイドライン等
が必要

（地図整備の効率化のための役割分担については別途省内で検討）



【参考】相互運用性の確保のイメージ
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複数サイトにおいて地図がバラバラ
に作成されている状況。共有できな
い

各サイトで作成された地図型のサイト
でも活用できる

多様なデータを最良のアプリ上で組
み合せて利用可能に



検討内容

基本となる考え方
・歩行者ナビ等において、アプリ作成者等に使いやすい仕様
・国際標準を意識し、多言語対応もしやすい仕様

検討内容
１．共通的な仕様の検討
（１）歩行者ナビ、避難等も利用目的として含めるなど、できるだけ

多くの目的に対応可能な仕様であること
・ 歩行空間ネットワーク及び人が立ち入ることのできる範囲

（２）なるべく多くの人に利用できる仕様であること
・ 視覚障がい者、車いす利用者、高齢者、外国人

（３）効率的な整備・更新方法に対応した仕様であること

２．効率的な整備・更新方法の検討
（１）座標等が異なる既存の設計図等を活用する整備方法
（２）現地で撮影した写真をもとに、空中写真測量等の技術により、局地的

に地図データを更新するための標準的な方法



平成27年度の計画

１．標準仕様案の作成
・ 他の3次元地図の整備に関する調査を行い、壁、床面などを
はじめとする一般的な対象物のほか、出入口が複数あるエレ
ベーター、吹き抜け、螺旋階段等、屋内空間に特有の複雑な
仕様素案の提示

・ 素案の検討にあたって、関係者に意見徴収

２．実証実験の実施
・ さまざまな箇所で実証実験を行い、複雑な形状の取得を検証
・ データ作成時に効率的な取得を試行

３．標準仕様素案の策定
・ 実証実験の結果をもとに、委員会等の意見をいただきつつ標
準仕様素案としてまとめる。



３年間のスケジュール

事項 27年度 28年度 29年度
社会基盤としての３次
元地図の整備・更新技
術の開発

①共通的な仕様の
検討

屋内3次元地
図の標準仕様
の素案検討

実証
実験

実証
実験

効率的な更新
手法の開発

東京駅プロジェクト等

②効率的な整備更
新方法の検討

3次元地図
の仕様

整備データの検証

標準仕様案検討

フロアーマップや設計
図等からの整備手法
確立

公共測量
作業規程
準則

幾何学的精度の
管理手法の検討

（利用者側から見た地図の知見）

デフォルメさ
れた地図から
の3次元地図
の作成

位置合わせ
の手法開発

（観光マップ等の利
用など）

吹きぬけや螺旋 階段など特
殊な形状な物の 取得
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